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岡
　
　

精
　
　
一

　
　
　
八
月
二
十
四

日
　
(承
前
)

　
今
日
は
M
U
S
E
E
 
W
I
E
R
Tを
見
た
跡
で
M
U
S
E
E
 
R
O
Y
A
L

D
E
 
P
E
I
N
T
U
R
E
 
A
N
C
I
E
N
N
E
E
T
 
D
E
 
S
C
U
L
P
T
U
R
E

と

い
ふ
、
古

代

の
繪

書
彫

刻
の
類

を
蒐
集

し
た

る
國

立
美
術
館

を
縦
覽

し

た
、

此
處

に
は
フ
ラ

マ
ン
派

の
作

が
多

か

つ
た
。

　
　

　
八
月

二
十

五

日
　

快

晴
　
夜

細
雨
降

る

　

午
前
九
時

過
る
頃
武
石
氏
來

訪
せ
ら

れ
、
。再
び
昨

日
見
物

し
た
國
立
美

術
舘

を
見

に
往

つ
た
。

こ
の
美
術
舘

は
市
立

と
し

て

一
八
〇

三
年

に
出
來

た

の
で

あ

つ
た
が
、

一
八
四

一
年
國

立

と
な

つ
た
も

の
だ
。
舘

内
に
陳

列

さ
れ

て
あ

る
繪
畫

は
七

百
有
餘
點

で
、
多

く
は
十
五
世
紀
頃

の
フ
ラ

マ
ン

派

で
あ

る
故

に
、
其
當

時

の
作
品
を
批

評
研
究

せ
ん
と
す

る
者
等

に
は
特

に
必

要
で
、
只

こ
れ
計

り
で

は
な
く
、
畫

が
好

き
で

あ

る
人

々
は
是
非

一

度

は
見

て
置
く

べ
き
も

の
で
あ
ら

ふ
。
此
處

の
縦
覽

が
濟
ん

だ

か
ら
、
次

に

　
M
U
S
E
E
 
M
O
D
E
R
N
E
 
D
U
 
P
E
I
N
T
U
R
E

即

ち
、
近
代
繪
畫

の
陳
列
舘

を
縦
覽

し
た

。
此
舘

も
亦

一
八
三
五

年

市
有

と
し

て
設
立

せ
ら

れ
た

の
を
、

一
八
四
五
年

に
國
立

に

改

め
た

の
だ
と

い
ふ
事
で

、
現
存

せ
る
各
國
大
家

の
作
品
を
陳

列
し

て
あ

る
、
勿

論
其
内

に
幾
分

は
近
き
過
去

に
物

故

し
た
人

の
繪

も
あ

る
。

　
　
　
八

月

二
十
六

日
　

晴
　

夕
驟
雨

來

ル

　
午

后
零
時

四
十
六
分

の
汽

車

で
ア

ン
ヴ

ェ
ル

ス

に
徃

く

の

で
、
此
朝

は

グ

ツ
グ
ツ

と
用
意

を

し
て
居

る
と
、
武

石
氏
は

三

人
の
巡
禮
者

の
出
發

を
途

る
た
め

に
態
〃

旅
館

へ
來

訪
せ
ら
れ

た

。

や
が

て
時

刻
も
近
づ

い
て
來

た

と

い
ふ

の
で
、

一
同
旅

館

を
立
ち
出

る
と
、
同
氏
亦

停

車
瘍

ま
で
送

つ
て
や
ら

う
と
言
は

る
ゝ

か
ら
、
御
深

切

に
甘

ま

へ
て
御
言
葉

に
從

ひ
、

馬
車

を
驅

て
停
草
場

ガ
ー

ル
ド
ノ
ー

ル
に
着

い
た
。
暫
く
待
合
室

で
話

し

て
居

る
と
發

車

の
時
刻

に
な

つ
た
、

こ
ゝ

に
再
會
を
約

し
、
特



別

の
御
盡

力

と
御
歡

待

を
謝
し
、
握
手
數

回

、
汽
車

は
遂

に
停
車
場

を
離

れ
た
。
車
窓

か
ら
展
望

を
肆

に
し
つ
ゝ

、
甲

問

へ
ば
乙
答

へ
、
丙
語

れ
ば

丁
和
す

る
と

い
ふ
調

子
で

あ

っ
た

、
須
★

の
中

に
汽
車

は

一
望

際
な
き
平

原

を
通

過
す

る
、
又
小
さ
な
村
落
を
横

き
る

、彼
處

此
處

に
綿
羊

の
群
、
村

落

の
兒

童
、
此
外
種

々
の
畫

的

の
も

の
が
見
え

た

、
さ
う

こ
う
し

て
居

る

間

に
都
會

が
手

に
取

る
様

に
見

え

る
、
最
早
汽
車

は
進
行

を
止
め
た
、

此

處
が
ア
ン
ヴ

ェ
ル

ス
で
あ

っ
た

、
時

に
午
后

二
時

〇
六
分
、
H
O
T
E
L

T
E
R
M
I
N
U
S

と
云
ふ
旅

宿
で
泊

る

こ
と
ゝ

し

て
、
部

屋
を
定

め
行
李

を
整
頓

し
、

已

に
相
互
間

に
約
束

も
出
來

て
居

る
事

だ
か
ら
直

に
宿

を
出

で
ゝ
　
M
U
S
E
E
 
R
O

Y
A
L
 
D
E
S
B
E
A
U
X

-
A
R
T
S

を

縦
覽

し
た
、

旅
宿

か
ら

は
僅

に
十
數

分

の
道
で

あ
る
、
此
美
術
舘

は

一
八
九
○
年

に
竣

工
し

た
も

の
で
設

計
者
は
J

W
I
N
D
E
R
S

と
F
R
.V

A
N
 
D
Y
C
K

の
両
氏

で
、
希
臘

ル
子

ツ
サ

ン
ス

式
建
築

で
あ

る
。

此
舘

の

後
部

に

は

、
此

土

地

で

止
れ
た
大

家

で

有

名

なA
N
T
O
N
 
V
A
A
 
D

Y
C
K

　
の
名
譽

を
後

世

に
傳
へ

る
爲

に
と

て
大

な

る
彫
刻

が

据
え

ら

れ

て
あ

る
、

こ
れ
は
L
.
M
I
C
N
O
N

と

い
ふ
彫

刻
家

の
作
で

あ

る
と

い

ふ
事

だ
。

又
此
舘

の
正

面
の
西
方

に
(
荷
卸

人
)
の
刻
像

が
立

つ
て
あ
る
、

こ
れ
は
C
.
M
E
U
N
I
E
R

と

い
ふ
彫
刻
家

の
作
で

見
事
な

物

で

あ

る
、

此
外

に
も
數

多

の
彫

刻
が
据

え

て
有

つ
た
が
、
そ
れ
等

は
省
略
す

る
。R
U
B
E
N
S

と
V
A
N
 
D
Y
C
K

と

の
作

品
は
舘

の
右
側

の
室

に
蒐

集

さ
れ

て
あ

つ
て
、
其
他

は
彫
刻
を
陳
列

し
、

二
階
は
悉

く
繪
畫

の
陳
列

に
充

て
ゝ

あ
る
が
、
昔

の
大
家

の
作

品
計

り
で

も
八

百
點

以
上

に
達
す

る
、

其
多

く
は
土
地

の
各
寺

院
か
ら
運

び
來

っ
た

の
だ

と
聞

い
て
居

る
、
舘
内

に
陳
列

せ
ら

れ
た

る
古

る

い

大
家

の
作

品
中
、
最

も
傑
作

と

し
て
認

め
ら
れ

て
居
る
繪

は
R
U
B
E
N
S

の
A
d
r
-a
t
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
M
a
a
i
,
C
h
r
i
s
t

o
r
u
c
i
f
i
e
d
 
b
e
t
w
e
e
n
 
t
h
e

t
w
o
 
t
h
i
e
v
e
s
,
C
h
r
i
s
t
 
a
 
l
a

p
a
i
l
l
e
,

及
び
V
A
N
 
D
Y

-C
K

の
G
e
u
t
o
m
e
n
t
等

で

あ

る
、
尚

其
外

の
大
家

の

作

に
も
見
事
な
も

の

は

随

分
あ

つ
た
。

　
當

地

の
大

伽

藍

、
即

ち
C
a
t
h
e
d
r
a
l

は

一
三
五
二



年

に
建
築

に
取

り
懸
つ

て

一
四
四
九
年

に
竣

工
を
告
げ

た

と

い

ふ
事

だ

が
、
一
度
祝
融
氏

の
災

に
罹

っ
た
そ
う
で

あ
る
。
現
今

同
伽

藍

の
西
部

の
正

面
は

フ
ラ

ン

ス
・
ビ

ー
ケ

ル

マ
ン
と

い
ふ
建
築

家
が

二
九
○

一
年

よ

り

一

九

○
三
年

の
間

に
復
舊

し
、
ヴ

ア

ン
・
ウ

イ
ン
ト
氏
が

近

世

の
ゴ
ヂ

ツ
ク

風

の
凸
彫

を
以

て
此
入

り
口
を
潤
飾

し
た

と

い
ふ
事

で
あ

る
、
此
處

に
は

彼

の
R
U
B
E
N
S

の
傑
作

と
し

て
世

に
名
高

き
D
e
s
c
e
n
t
 
f
r
o
m
 
t
h
e

c
r
o
s
s

の
繪

が
あ
る
。

こ
れ
は
一

六

一
二
年

に
出
來

た
も

の
で
、

一
七
九

四
年

以
降

一
八

一
六
年
迄

は

巴
里

に
あ

つ
た
が
、

一
八
五

二
年

再

び
舊

の

處へ復

し
た

の
だ

と
聞

い
た
、

此
外

に
も
尚
數

多

の
作

品
は
保
存

せ
ら
れ

て
あ

る
が
、

こ
れ
を
省

く
。

　
偖

又
、
公
園

は
市

の
中
央

に
位

し
て
居

つ
て
、
其

形
は
正
三

角

形
を
形

造

つ
て
居

る
、
北
方

の
隅

に
は
畫

家

の
Q
U
I
N
T
E
N
 
M
A
T
S
Y
S

の

大

理
石
像

が
安
置

し
て
あ

る
、
公
園

の
中
央

よ
り
南
方

に
亘

り
て
大
な

る

池

が
設
け
ら

れ

て
あ

つ
て
、
甚

だ
幽
遽

な

る
趣

が
あ
る
。

此
池

の
西
北
方

の
岸

に

も
J
E
A
N
 
V
A
N
 
B
E
E
R
Sの
青
銅
製

の
紀
念
碑

が

建

つ
て
居

る
、
畫

家
H
E
N
D
R
I
K
 
L
E
Y
S

の
彫
像

は
ア

ブ

ニ
ユ
ー
・
ル
イ

ズ
・
マ
リ
ー

と

い
ふ
所

に
建

つ
て
あ
る
、

こ
れ

は
公
園

の
西
端

の
中
央
部

だ
、
ま
だ
此
外
D
A
V
I
D
 
T
E
N

-

I
E
R
S
,

の
銅
像

、
L
O
O
S

紀
念
碑
等

も
建

て

ら

れ

て
あ

る
、
此
公
園

の
名

は

も
J
R
.
B
E
E
R
S
と

い
ふ

の
で

あ
る
。

　
　
　
八
月

二
十
七
日

　

晴

　
夕
雷

雨

　

午
前

再
度
M
U
S
E
E
 
R
O
Y
A
L
 
D
E
S
 
B
E
A
U
X
-

A
R
T
S

を
見
直

し
た
。
午
後
壹

時
半

此
館

を
去

て
、
空
腹
を

愈

し
、
次
で
、
M
U
S
E
E
 
R
O
Y
A
L
 
D
E
S
 
B
E
A
U
X
-

(
ミ

ュ
ー
ゼ
、
プ

ラ

ン
タ

ン
、

モ
ン
チ

ュ
)
を
縦
覽

し
た
、
此
家

の
始
祖

は
、

一
五

一
四
年

に
生
れ

て

一
五
八
九
年

に
歿

し

た
C
H
R
I
S
T
P
H
E
R
 
P
L
A
N
T
I
N

と

い
ふ

人

の
家

で

、

一
五
四
九
年

始

め
て
印
刷

の
業

を
當
地

に
開
き
た

る
有
名
な

る

人
で

あ

る
。

一
五
七
六
年

以
降
今

日

に
至

る
ま
で
、

此
事
業

は

連
綿

と
し
て
繼
續

せ
ら
れ

て
居

る
、
プ

ラ

ン
タ

ン
の
此
業
務

に



於

て
鼻
祖

で
あ

る
こ
と
は

い
ふ
ま
で

も
な

い
事
で

、
其
後
は

又
其
養

嗣
子

の
M
O
R
E
T
U
S

が

こ
れ
を
承

け
續

い
だ
、

十
七
世

紀

の
中
葉

の
後

は
專

ら
聖
書

の
印

刷

に
從
事

し
た
、
故

に

フ
イ
リ

ツ
プ

二
世
か
ら
全
西

班
牙
領
地
内

に
於

け

る
專
賣

権

を
附

與
し
た
さ
う
で

あ

る
が
、

一
八
〇

〇
年

に
此
專
賣

権
は
徹
回

せ
ら

れ
た
か
ら
、
再

び
舊

時

の
業
務

に
復

し
た
。
今

こ
ゝ

に
藏

せ
ら

れ

て
あ

る
古

器

物
類
、
壁
絨

、
繪
畫

(
肖
像
畫

九
十
點

、

此
中

ル
ー

ベ
ン

ス
筆

十

五
點

)
並

に
他

の

蒐
集
さ
れ

て
あ

る
物

件
等

は

、
此
建
物
と

共

に
ア
ン
ヴ

エ
ル

ス
市

の
有
で
あ

る
○

　

今
夕

五
時

五
十
五
分

、
當

市
を
去

て
ア

ム
ス
テ

ル
ダ

ム

へ
往

く
筈

で
あ

る
か
ら

、

此
處

を
立
出
で
ゝ

ホ
テ

ル

へ
歸
り

、
行
李

を
整
頓

し
て
居

る
と
、
言

ひ

っ
け

て
置

い

た
馬
車
も
來

た
、
又
例

に
ょ
り
荷
物

と
相

乗
で
中
央
停
車
場

へ
と
急

い
だ
、
停
車
場

へ
着

く

と
間
も
な

く
發

車

し
た
、
僅

々
數

分
あ

る
か
な
き

か
の
間
で
汽
車

は
動
き
始

め
た
、
出
立

の
前
か
ら
空
は
墨

を
流

し
た
様

に
眞
暗

で
細
雨
も
伴

ふ
て
居

た

の
で

あ

つ
た
が
、
汽
車

が
幾

哩
か
進

行
し
た
と
思
ふ
時
分

か
ら

、
俄

に
車

軸

の
雨
で

、
同
時

に
大
雷

鳴

と
は

チ
ト
御
念

が

い
り
過
ぎ

て
居

る
、
霹
靂

の
響
も
恐
ろ
し

い
が
、
其
前

に
赤
電
の
車
窓
を
照
ら
す
有
様
は
餘
り
に
連

發
で
あ
る
か
ら
氣
味
悪
く
感
じ
た
。
乗
客
等
が
禁
制
品
を

所
持

し
て
居

る
か
否

か
を
検
査
す

る
所

の
停

車
場

は

R
o
s
e
n
d
a
a
l

と

い
ふ
驛

で

あ

る
、
此
處

へ
着

い
た
頃
は
細
雨

は
降

つ
て
居

た
が
雷

鳴
は
殆

ん
ど
収

ま

つ
た
。
偖
汽
車

の
進

行

を
止

め
る
と
、
乗

客

は
荷
物
携
帯
で
悉
皆

下
車
す

る
、
そ
れ
も
皆

先
を
爭

ふ
姿
で

あ

る
、

そ
れ

に
も
拘
ら

ず
、
吾

々
三
人

の
順

禮
者
ば

、
濟

ま
し

た
も

ん
だ
、
泰
然

と

し

て
車
内

に
座

を
占

め
て
居

る
と
、
前

に
荷

物

携
帯
で
往

つ
た
乗
客

の
二
三
人
が
、

又

舞

ひ
戻

つ
て
來
た

か
ら

、
様
子

を
聞

く
と
、

此
處

は
税
關
官

吏

の
出
張

し

て
居

る
處

で

あ
る
か
ら

、
乗
客

の
悉
皆

は
禁

制
品

の
有

無
を
検
査

せ
ら

れ
た

の
だ
と

い
ふ
か
ら

、

同
行

三
人

の
驚

き
は

又
格

別
で
あ

る
、
夫

れ
で

は
吾

々
の
も
検
査
誰

を
貼
付

し
て
貰

は
ぬ

と
先
で

面
倒
が
起

つ
て
は
困

る
と
氣

が
付

い
た
、
時
計

を
見

る
と
、
最
早

僅

か

に
四

五
分
で
汽
車

は
出
發

す

る

の
だ
、
如
何

し
た

ら

よ
か

ら
ふ

と
思

ふ

て
居

る
と
、
天
★

な

る
か
な
、

三
名

の
税
關
吏

が
車
窓
を
外

か
ら

の
ぞ
き

込
ん
で
何
か
言
ふ

て
居

る

の
で

、

こ
れ
幸

と
呼
び
込

ん
で
、
荷
物

を
指

し



檢
査
を
乞

ふ
た
、

か
う
な

る
と
、
先

き
が
負

け
だ
、

も
う
時
間

が
無

い
か

ら

、
宜

い
加
減

に
し
て
檢

査
濟

を
記

し
て
呉
れ

た
、

こ
れ
で

先

づ

一
ト
安

神
を

し
た
、
後
で

考

て
見
れ
ば
、
重

い
荷
物

を
持

ち
あ

る

い
て
、
ゴ

コ
ゴ
コ

せ
ず

に
濟

ん
だ

の
だ
、

こ
れ

は
慥

か

に
赤

毛
布

の
利
得
で

あ

る
、

な
ぞ
と
後

に
道

理

は
、
コ
ジ

付
け
ら

れ

る
が
、
其

現
場
で

は
矢

張

心
配
で

あ

つ
た
に
違

い
な

い
。
荷
物

の

檢
査

が
濟

む
、
税
關

吏
が
汽
車

を
降
り

る
、

直

ぐ
進
行
を
始

め
た
、
汽
車

中
は
暗
で

あ

る
か
ら
窓

外

の
も

の
は
何

に
も
見
ず
に
仕

舞

つ
た
。
九
時

五
十
分
、
目
的
地

の
A
m

-

s
t
e
r
d
a
m

に
到
着

し
た

の
で

、
B
i
b
l
e

H
o
t
e
l

と

い
ふ
宿

の
客

と

な

っ
た
、
晩

餐

後
時
間
も

あ

る
か
ら
町
見
物

に

出
懸

け

た
。

ア

ム
ス
テ
ル
ダ

ム
は
、
和
蘭

陀
國
中

、
商

業
地

の
最

た

る
も
で

、

叉
欧
羅

巴
州
中

一

等
商
業
地

の

一
に
數

へ
ら
れ
、
爾

且
船
舶

に
關
す

る
大
會

社

の
牙
營

で

あ

る
と
謂

は

れ

て
居

る
、

而
し

て
市
街
は
中

々
立
派

で

あ
る
。

　
　
八
月
二
十
八
日
　
雨

夜
雷
雨

今
朝
は
M
U
S
E
E
 
M
U
N
I
C
I
P
A
L
(
S
t
e
d
e
l
y
k
 
M
u
s
e
u
m

)
を
見

た
、
建
築

は
全
く
D
u
t
c
h

式
で
、
こ
れ
は

一
八
九

二
年

か
ら

一
八
九

五

年
ま
で

約
四
年

の
星
霜

を
費

し
て
W
e
i
s
s
m
a
n

と

い
ふ
人

の
設
計
で

出
來

た

の
で

あ
る
、
其
第

一
階

に
は
當
國
で

出
來
た
古
代

の
家

具
類

と
工

藝

品

の
蒐
集

と
が
陳

列
さ
れ

て
あ

る
、
此

中
第

二
室

に
は
、
日
本

及
支

那

の
家

具
、

什

器
、

漆
器

、
象
牙
彫

刻

、
並

に
陶
器
類

等

が
陳

列

せ
ら
れ

て
あ

つ
て
中

々
見
事

な

物

も
あ

つ
た
、
近

世
並

に
現
今

に
於

け

る

和
蘭

陀
派

の
傑

作
、
佛
蘭

西
派
特

に
バ

ル

ビ
ゾ

ン
派

の
傑
作
等

が
陳

列
さ

れ

て

居

る
、
併

し
獨

乙
、
英
國
等

の
作

は
誠

に
僅

少
で
あ

る
。

　

此
頃
館
内

新
作
品

の
展
覽

會
開
催
中
で

あ

る
か
ら
序

を
以

て
縦
覽

し
た
が
、

こ
れ

は
學
生

團
體

の
催
で

、
巾

に
は
可
な
り

の

も

の
も
あ

つ
た
が
随
分
俳
畫

的

の
も

の
な

ど
も
數

多
陳
列

さ
れ

て
あ

つ
た
、

除
程
目

も
足

も
疲
勢
を
覺

え
た
か
ら
、
V
o
n
d
e
l

P
a
r
k

と

い
ふ
公
園
内

を
★
★

す

る
こ
と

ゝ
し
た
、
此
處

は
ミ

ユ
ー
ゼ

ミ

ユ
ニ
シ
パ

ル
の
西
北
で

、
其

重
な

る
入

口
は
S
t
a
-

d
h
o
u
d
e
r
s
-
K
a
d
e

と

い
ふ
所

か
ら
で

あ

る
、
其

傍
ら

に
ミ

ユ
ー
ゼ

ラ

イ

ス
と
い

ふ
美
術
館

が
建

て
ら
れ

て
あ
る
。
園
内
數

多

の
池
沼

が
あ

つ
て
、



水
鳥
は
三

々
五
々
岩
石
に
憩

ふ
て
居
る
の
も
あ
れ
ば
游
泳
し
て
居
る
の
も

あ

つ
て
、
風
光
閑
雅

と
で

も
評
す

べ
き
様

に
思

は
れ
た
。
池

の
西
方

に
彫
像

が
聳

え

て
居

る
、

こ
れ
は

一
八
六
七
年

に
建

つ
た

も

の
で

、
有
名

な

る
詩
人

の
J
o
o
s
t
v
a-

n
 
d
e
n
 
v
o
n
d
e
l

の
像

で
あ

る
、
彼

れ

は
悲
劇

の
作
家

と
し

て
最
も
著
名
な

る
も

の
だ
と
聞

い
て
居

る
、
園
内

に
M
e
l
k
h
-

u
i
s

と

い
ふ
小
さ
な
家

が
あ

つ
て
新
鮮

し

い
牛
乳

を
賣

っ
て
居

る
か
ら
、
立
寄

つ
て

休
息
す

る

こ
と
ゝ

し
た
。

　

此
日
我
征
露

の
役

も
局
を
結

び
、
平
和

條
約
が
締

結

せ
ら

れ
た

と

い
ふ

こ
と
を
聞

い
た

。

　
　
名
　
家
　
談
　
片

　
　
　
　
○

東
宮
御
所
や
日
本
銀
行
も
建
物
な
ら
、
横

町
の
交
番
所
も
建
物
だ
、
本
願
寺
も
建
物

な
ら
裏

の
物
置
も
建
物
だ
。

ヴ
ア
チ
カ
ン
や
ヴ

エ
ル
サ
イ

ユ

の

建

築

と
、
四
畳
半
の
茶
室
と
は
比
較
す
る
や
っ

が
馬
鹿

だ
、

ド

ツ
チ
も
そ
れ
ぞ
れ

の
趣

き
が
あ
ら
う
ぢ

や
ア
な

い
か
。

洒

落

た
も

の
が
必
ず
し
も

よ
く

な

い
が
、
永

久
的
だ
か
ら

つ
て
難

有

と
は
極

ま

つ
て
ゐ
な

い
。

　
　

　

○

何
で
も
自

分

の
や

つ
て
ゐ

る
事
、
自
分

の

主
義

の
も

の
で

な
く

つ
て
は
、
繪

で

な

い
や

う

に
言

ふ
の
は
悪

い
癖

だ
、
反
對

に
は
極
端

が
件

ひ
易

い
。

　
　

　

○

興
味

の
あ

る

う

ち
だ

け
畫

け
、
感

興
が
無

く

な

つ
た
ら
そ

こ
で

や
め
ろ
、
そ
れ
を
古

い

頭

の
人
間

は
半

出
來
だ

な
ん

て
吐
か
す
が
、

ど
う

し
て
立
派

な
畫

だ
、
厭

に
な

つ
て
迄
も

突

つ

い
て
ゐ
る

の
は
氣
が
知

れ

な

い

と

い

ふ
。
成

程
御
尤

も
だ

が
、
併

し
稽

古
中

の
若

い
人
間

に
は
、

そ
ん
な
事
を
言

ふ
も

ン
ぢ
や

ア

な

い
よ
、

研
究
所

へ
來

て

三
十
分

も
や

つ
て
、

ア
ヽ

厭

に
な

っ
た
と

い
つ
て
は

止
め

て
了

つ
た
ら
、

と
て
も

ソ
イ

ッ
は

一
人
前

に

な
れ
な

い
し
、
輪
廓

に

一
寸
ば
か
り
影

の
つ

い
た
も

の
が
、
立
派

な
繪

で

も
な

い

か

ら

ね
。


